
森
町
森
林
組
合 

新
年
挨
拶
会 

森
町
森
林
組
合
で
は
新
春
仕
事
始
め
は
、
新
年
挨
拶
会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
平

成
二
十
年
一
月
七
日
、
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
役
職
及 

び
従
業
員
四
十
五
名
が
出
席
し
開
催
し
た
。
挨
拶
会 

で
は
鈴
木
奉
久
組
合
長
が
『
昨
年
に
高
性
能
林
業
機
械 

グ
ラ
ッ
プ
ル
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
県
・
町
の
協
力
を
得
て 

導
入
し
た
。
こ
れ
ら
を
十
分
に
使
用
し
て
効
率
化
と 

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
行
き
た
い
。 

ま
た
、
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に 

誇
り
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
し
た
い
。』
と
年
頭
の
挨
拶 

を
し
、
来
賓
で
村
松
藤
雄
森
町
長
を
お
迎
え
し
祝
辞
を 

頂
き
ま
し
た
。 

林
業
の
機
械
化
で
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ００ ００ ８８ 年年

春春  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．４４  
発発行行日日  ２２００．．  １１．．１１８８  三三三木木木ののの森森森

ももも

林林林
りりり

だだだよよよりりり
森 町 森 林 組 合  

謹 

賀 

新 

年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

平
成
二
十
年
元
旦 

森 

町 

森 

林 

組 

合 

役
職
員
一
同 

 

代
表
理
事
組
合
長 

鈴
木 

奉
久

 

代

表

理

事

常

務 

藤
川 

英
夫

 

理

事 

森
下 

英
世

 

理

事 

富
田 

文
雄

 

理

事 

甚
沢 

万
之
助 

理

事 

高
松 

和
宏

 

理

事 

船
木 

公
雄

 

理

事 

大
石 

文
六

 

代

表

監

事 

鈴
木 

国
平

 

監

事 

栗
田 

勝
助

 

監

事 

奥
宮 

光
雄

 

総

務

主

任 

鈴
木 

孝
義

 

販
売
・
森
林
整
備
主
任 

鈴
木 

清
之

 

指
導
・
森
林
整
備
係 

鈴
木 

啓
史

 

指
導
・
森
林
整
備
係 

岡
本 

匡
平

 

総

務

・

販

売

係 

富
田 

敏
子

 

総
務
・
森
林
整
備
係 

大
石 

英
子

 

掴
ん
だ
間
伐
材
を
三
百
六
十
度
回
転
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
、
自
由
自
在
に
操
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ
り
、

時
に
は
作
業
路
の
開
設
も
出
来
ま
す
。
ウ
イ
ン

チ
が
付
い
て
い
る
の
で
、
三
十
ｍ
位
な
ら
間
伐

材
を
集
積
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

「
山
の
講
」
十
一
月
七
日 

大
日
山
県
営
林
山
の
神 

こ
の
日
は
、
昔
か
ら
山
の
神
様
が
山
の
見
回
り
を
す

る
日
な
の
で
、
山
仕
事
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。 

全
従
業
員
が
集
ま
っ
て
、
大
日
山
金
剛
院
に
依
頼
し
て 

安
全
祈
願
を
執
り
行
っ
た
。 

 
山
仕
事
は
危
険
が
伴
う
作 

業
が
多
い
の
で
「
ど
う
か
ま 

た
一
年
事
故
も
な
く
仕
事
が 

出
来
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
り 

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
山
の 

恵
に
感
謝
し
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

を
し
な
が
ら
安
全
作
業
に
つ 

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

 

 

開
設
し
た
作
業
路
を

利
用
し
て
間
伐
材
を
山

土
場
ま
で
運
搬
し
て
、
こ

の
一
台
で
木
材
を
降
ろ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。積

載
量
は
約
三
㎥
で
急
峻

な
作
業
路
も
楽
に
走
行

で
き
ま
す
。 

グ
ラ
ッ
プ
ル
と
の
組

み
合
わ
せ
で
高
い
生
産

性
が
期
待
で
き
ま
す
。

「グラップル（左上）」 「フォワーダ（右下）」 

山山
村村
境境
界界
保保
全全
事事
業業
進進
むむ  

昨
年
七
月
中
旬
か
ら
始
め
た
、
境
界
保
全
事
業
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
測
量
）
は
山
林
所
有
者
様
の
ご
協
力

に
よ
り
現
地
測
量
は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、

測
量
し
た
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
ま
す
。 

現
地
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
杭
（
頭
に
は
山
村

境
界
の
刻
印
が
入
っ
た
五
百
円
位
の
ア
ル
ミ
プ
レ
ー
ト

が
付
い
て
い
ま
す
。）
が
打
っ
て 

あ
り
ま
す
。
今
後
、
山
の
管
理
に 

は
大
変
重
要
な
杭
に
な
り
ま
す
の 

で
、
見
か
け
た
ら
大
切
に
し
て
下 

さ
い
。 

担
当 

鈴 

木 

清 

之 

林業界も合理化・木材搬出システムの効率化を図るため林業機械化

が進んでいます。森町森林組合も中山間地域林業整備事業を使い２台

の林業機械を購入しました。 

 



す ぎ 

長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０
１６～１８ １３，０００ １，１３１ 柱目４寸 

２０～ １３，５００ １，７８２ 中目 

４．０

１４ １２，０００ ９３６ 桁目３．５寸 

１６～１８ １２，０００ １，３９２ 桁目４寸 

２０～２２ １２，５００ ２，２００ 中目 

６．０
１６～１８ １４，０００ ２，７１６ 通し柱 

２０～２２ １２，０００ ３，４８０ 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ 
１６～１８ ２４，０００ ２，０８８ 柱目４寸 

２０～２２ １８，５００ ２，４４２ 中目 

４．０ 

１４ １８，５００ １，４４３ 桁目３．５寸 

１６～１８ ２３，５００ ２，７２６ 桁目４寸 

２０～２２ ２２，０００ ５，９４０ 中目 

６．０ 
１６～１８ ３０，０００ ５，８２０ 通し柱 

２０～２２ ２８，０００ ８，１２０ 通し柱 

購 買 情 報 湖湖
のの
名名
付付
けけ
親親
にに
なな
りり
まま
せせ
んん
かか  

太太  

田田  

川川  

ダダ  

ムム  

のの  

ダダ  

ムム  

湖湖 

のの 

名名 

前前 
募募 
集集  
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誕
生 

『
基
幹
林
業
作
業
士
』 

昨
年
の
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
静
岡
県

山
林
協
会
が
実
施
す
る
養
成
研
修
（
四
十
六
日

間
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
組
合
も
職
員
一
名
を
こ
の
研
修
に
派
遣
し
、

晴
れ
て
基
幹
林
業
作
業
士
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

「こ
の
研
修
を
通
じ
て
培
っ
た
技
術
を
フ
ル
活
用

し
て
林
業
界
に
新
た
な
風
を
吹
か
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
後
は
、
『基
幹
林
業
作
業
士
』と
い
う
大
き
な

看
板
を
背
負
っ
て
、
森
林
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
、

安
全
で
効
率
的
な
作
業
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
」 

 【取
得
資
格
】 

林
業
架
線
作
業
主
任
者 

移
動
式
小
型
ク
レ
ー
ン 

車
両
系
・不
整
地
運
搬 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・玉
掛 

地
山
及
び
土
止
主
任
者 

は
い
作
業 

三 木 の 森
も

林
り

だ よ り

✎ 
編
集
後
記 

✐ 
い
か
が
で
し
た
か
「
三
木
の
森
林
だ
よ
り
春
号
」

は
？
総
代
会
が
無
事
終
了
し
、
ほ
っ
と
一
息
。
気
が

付
け
ば
平
成
二
十
年
一
月
。
月
日
が
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
す
。
先
日
、
あ
る
現
場
付
近
に
切
り
株
（写

真
）を
見
か
け
ま
し
た
。
年
輪
を
数
え
て
み
る
と
、 

な
ん
と
二
百
五
十
年
。
私
自
身 

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
先
人
が
、 

汗
を
流
し
大
事
に
育
て
た
と
思 

う
と
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。 

次
世
代
に
恥
じ
る
こ
と
な
い 

様
に
山
の
施
業
を
し
て
行
き
た 

い
と
感
じ
た
。 

 
 
 

Ｋ
・Ｓ

静
岡
県
で
は
周
智
郡
森
町
亀
久
保
に
建

設
し
て
い
る
太
田
川
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
の
名
前

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
で
き
る
湖

は
、
二
級
河
川
太
田
川
の
河
口
か
ら
三
十

五
ｋ
ｍ
上
流
に
位
置
し
、
大
き
さ
は
常
時
で

三
十
八
㌶
、
洪
水
時
の
最
大
で
五
十
六
㌶

で
、
富
士
五
湖
の
一
つ
精
進
湖
程
度
の
大
き

さ
に
な
り
ま
す
。
今
後
ダ
ム
湖
の
名
前
は
、

道
路
や
観
光
の
案
内
表
示
板
に
表
示
し
た

り
、
地
図
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。 

名
前
が
決
ま
る
ま
で
の
予
定 

名
称
の
応
募
期
間 

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
（金
） 

湖
名
の
発
表 

平
成
二
十
年
秋
の
試
験
湛
水
開
始
時 

応
募
方
法 

応
募
対
象
者
は
県
内
在
住
在
勤
在
学
の
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。 

応
募
に
記
載
す
る
内
容 

①
新
し
い
湖
の
名
称 

②
名
称
の
読
み
方 

③
名
称
を
選
ん
だ
理
由 

④
氏
名 

⑤
氏
名
の
ふ
り
が
な 

⑥
年
齢 

⑦
郵
便
番
号 

⑧
住
所 

⑨
電
話
番
号 

⑩
学
校
名
・勤
務
先 

応
募
先
・
問
合
せ
先 

〒4
3

7

0
2

1
5

周
智
郡
森
町
森1

5
8

2

1
 

静
岡
県
太
田
川
ダ
ム
建
設
事
務
所 

「
ダ
ム
湖
名
募
集
係
」
宛 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
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3
8

8
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2
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Ｆ
Ａ
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0
5

3
8

8
5
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8
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鈴 木 清 之
す ず き き よ ゆ き

（29歳） 
 

￥２，８８８円 （１袋 １０００駒入）

森産業 に く 丸（森２９０号） 

全国的に最も多く使用されている品種であり、

乾・生両方で大活躍する品種です。発生は接種翌年

の秋からピークを迎え、3 才までで一代収量のほと

んどが発生し、非常に効率の良い品種と言えます。

乾椎茸としては「どんこ」「こうこ」を中心に、亀裂

の浅い茶花どんこが発生します。生椎茸としては 9

～11月にかけて大形でボリューム感のあるきのこが

発生します。     （森産業株式会社ＨＰより）

前
号
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た

が
、
シ
イ
タ
ケ
栽

培
を
さ
れ
て
い
る

方
、
種
駒
が
ご
入

用
で
し
た
ら
、
ぜ

ひ
当
森
林
組
合
を

ご
利
用
下
さ
い
。 

種駒用キリ（しいたけビット）も取り扱っています。

是非、使ってみて下さい。￥７０３円 大石（談）

 

太
田
川
ダ
ム
完
成
予
想
図 


